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美濃加茂市かわまちづくり整備計画
平成24年度　～　平成28年度　（5年間） 岐阜県、美濃加茂市

・中山道太田宿来訪者数を173,451人／年（H22基準年）から193,000人／年（H28）に増加
・木曽川河畔利用者数を70,000人／年(H23)から88,000人／年(H28)に増加
・クリーンパートナー登録団体数６団体（H23）から１２団体（H28）に増加

（H24当初） （H26末） （H28末）
中山道散策来訪者数

　173.451人/年 　193,000人/年
堤防道路・中之島公園利用者数

　70,000人/年 　88,000人/年

クリーンパートナー登録団体数
　６団体 　１２団体

Ａ　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 個別施設計画 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H24 H25 H26 H27 H28 策定状況

1-A-1 都市再生 一般 美濃加茂市 直接 美濃加茂市 198

合計 198

Ｂ　関連社会資本整備事業（該当なし）
事業 地域 交付 直接 個別施設計画 備考
種別 種別 対象 間接 H24 H25 H26 H27 H28 策定状況

合計 0

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考
種別 種別 対象 間接 H24 H25 H26 H27 H28

番号 備考

Ｄ　社会資本整備円滑化地籍整備事業
事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H24 H25 H26 H27 H28

合計

番号 備考一体的に実施することにより期待される効果

Ｃ Ｄ

費用便益比

番号 事業者
要素となる事業名
（事業箇所）

事業内容
市町村名

要素となる事業名
事業内容

市町村名

事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円）（面積等）

一体的に実施することにより期待される効果

番号

番号

事業者
要素となる事業名

（事業箇所）

公園、高質空間形成施設、事業活用調査
270ha

全体事業費
（百万円）

事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円）（延長・面積等）

事業者 要素となる事業名 事業内容

美濃加茂市かわまちづくり計画地区

市町村名
港湾・地区名

事業者

Ｂ全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）
198 百万円 Ａ

198百万円（うち提案事
業分2百万円）

効果促進事業費の割合

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）
1.0%

費用便益比市町村名
全体事業費
（百万円）

交付対象事業

美濃加茂市

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値

社会資本総合整備計画（社会資本整備総合交付金）
計画の名称
計画の期間 交付対象

木曽川の自然と街道の歴史・文化などの、地域が有する魅力ある資源を活かした賑いのあるまちづくり
○市民が主体となり策定したかわまちづくり基本計画に基づき施設を整備し、地域住民によるイベントや施設整備後の維持・清掃活動などにより、市民と連携した賑わいと魅力のあるまちづくりをする。
○中之島公園施設を整備し、高齢者や子供を含めた住民が身近に利用できる憩いと潤いのある空間を創出する。
○国交省により施工される低水路護岸を利用した歩道の整備や、堤防道路拡幅による休息場所の整備により木曽川の自然や眺望を楽しむことの出来る環境をつくり、木曽川河畔の利用を推進する。
○木曽川の整備により、木曽川沿道の中山道太田宿とその周りの商店街の活性化を促進する。

　　計画の成果目標（定量的指標）

計画の目標

重点配分対象の該当

平成28年11月30日



交付金の執行状況
（単位：百万円）
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（参考図面）市街地整備

計画の名称 1 美濃加茂市かわまちづくり整備計画

計画の期間 平成24年度　～　平成28年度　（5年間） 交付対象 美濃加茂市

R21

R41

R41

R41
BP

1-A-1

美濃加茂市

かわまちづくり整備計画

美濃加茂



都市再生整備計画（第４回変更）
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・様式は、Ａ４長辺側を、２箇所ホチキス留めすること。



都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 270 ha

平成 24 年度　～ 平成 28 年度 平成 24 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人/年 H22 H28

人/年 H23 H28

団体 H23 H28クリーンパートナ登録団体数 クリーンパートナ登録団体数
地域住民による維持・清掃活動などにより、市民と連携した賑わい
と魅力のあるまちづくりをします。

6 12

中山道太田宿来訪者 中山道散策来訪者数
木曽川の整備に伴う中山道への来訪者の増加による、賑わいの
ある元気なまちづくりを目指す。

173,451 193,000

木曽川河畔利用者数 堤防道路・中之島公園利用者数
木曽川河畔を整備することにより、地域資源の魅力や利用環境の
向上を図り、利用者を増やすことにより賑わいのあるまちづくりをし
ます。

70,000 88,000

木曽川の自然と街道の歴史・文化などの、地域が有する魅力ある資源を活した賑わいのあるまちづくり
 ○市民が主体となり策定したかわまちづくり基本計画に基づき施設を整備し、地域住民によるイベントや施設整備後の維持・清掃活動などにより、市民と連携した賑わいと魅力のあるまちづくりをする。
 ○中之島公園施設を整備し、高齢者や子どもを含めた住民が身近に利用できる憩いと潤いのある空間を創出する。
 ○国交省により施工される低水路護岸を利用した歩道の整備や、堤防道路拡幅による休息場所の整備により木曽川の自然や眺望を楽しむことの出来る環境をつくり、木曽川河畔の利用を推進する。
 ○木曽川の整備により、木曽川沿道の中山道太田宿とその周りの商店街の活性化を促進する。

（当地区の商業集積地としての位置付・役割）
・木曽川が過去の増水氾濫により多大な被害を及ぼしたが、木曽川をシンボルと捉え、景観・歴史・文化等河川が有する魅力ある「資源」がある地域である。
・当地区は、ＪＲ美濃太田駅の南に、国道４１号、国道２１号線、西に国道41号バイパス線など、幹線が交差する道路交通の要所に位置し、平坦な土地基盤となっており、旧中山道太田宿の町並みが残り、市内及び市外からの集客が訪れる地区である。
・市第５次総合計画の基本目標４に親水空間の整備とネットワーク化の推進として、「かわまちづくり事業」が挙げられています。
・歴史的観光資源を活用した観光地域の中山道地区、市の玄関口である駅南地区と合わせ、河川による自然環境にやさしいまちづくりを進める上で、今後も発展を期待される地区である。

（当地区の交通及び都市基盤の現況）
・この地区の現況として、美濃太田駅南口から旧中山道において「おん祭みのかも」が開催され一時的に賑わいがあるものの、普段の利用者が少なく活気があるとはいえない地区である。
・過去の災害から、特殊提により安全は確保されているが、木曽川へのアクセス及び眺望が犠牲となり、魅力が半減している地区である。
・旧日本ライン下り乗船場付帯施設を取り壊した敷地での、広く市民や近郊市からの集客施設の整備が急務である。
・近年増加している外国人の地区内の通行者も多く、高齢者や子どもを目的地に導くユニバーサルデザインが必要とされている。
（住民によるまちづくり）
・この地区の住民の声を聞き、住民の求めるまちづくりを推進するために、地区内居住者、地権者、ＮＰＯ団体、有識者により、まちづくり協議会を結成し、行政と一体となったこの地区の整備計画を検討した。がやがや会議、アンケート等により、地区内外
の住民の意見を求め、有識者・学識経験者等や行政の意見を組み入れ、かわまちづくり基本計画を策定し、この地区のまちづくりテーマを”木曽川を中心としたまちづくり”と定め、「かわ」と「まち」がつながる、魅力あるまちづくりを目指すものである。

・中山道太田宿の歴史資産を貴重な資産とし、美濃加茂市の発展に活かすことが必要である。
・美濃加茂市のシンボルである木曽川を、安全で安心に活用できるよう、憩いと学びの場として整備する必要がある。
・美濃加茂市の玄関口である、美濃太田駅を中心とした地域からの人の移動を、市内を散策しながら誘導できるようにサイン等の設置が必要となる。

・木曽川沿いの空間を活用し、雄大な流れや眺望を安全に楽しみ、多様な生き物を間近に感じ、自然の仕組みを学ぶことが出来る場とする。
・歴史を今に伝える中山道のまちなみや営みを守り継いでいくとともに、訪れた人々が宿場や木曽川の歴史や文化を体験し巡ることが出来る場とします。
・美濃加茂市の玄関口である美濃太田駅を中心に、訪れた人々の起点として、地域の情報発信の場とします。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

都道府県名 岐阜県 美濃加茂市 美濃加茂市かわまちづくり計画地区

計画期間 交付期間 28



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他
・美濃加茂市第5次総合計画において、基本目標４『きれいの「まる」』の政策２に「うるおいある、質の高い生活空間をつくる」があり、この中の施策２「公園緑地の整備」にある主要な取組みの一つに親水空間の整備とネットワーク化の推進として、「かわま
ちづくり事業」が挙げられています。
また、基本目標１「元気のまる」の政策５に、「もてなしの心を育み、交流人口を増やす」があり、施策１「観光資源の魅力向上」の主要な取組みである「新たな観光交流資源の発掘」や「新たな観光ルートの開発とネットワーク化」の一部として、「かわまちづ
くり事業」に関する取組みが位置づけられています。
・木曽川が過去増水や氾濫等により、多大な被害を及ぼした一方で、日常の潤いや安らぎ、景観を提供し、市民の「心の拠り所」となっていることから、木曽川をシンボルとし、観光等の活性化につながる景観・歴史・文化など河川が有する魅力ある「資
源」を活かしたネットワークを形成し、賑わいのあるまちづくりを目指します。
・木曽川を中心とした河川空間については、平成22年度に国土交通省の「かわまちづくり支援制度」に登録され、国土交通省と連携し河川空間の整備をすすめます。
・「美濃加茂市かわまちづくり基本計画」策定にあたり、美濃加茂市かわまち協議会（構成員：学識経験者、各団体代表者、一般公募市民等２０名、オブザーバー（関係機関）6名）を立ち上げ平成21年11月から平成23年３月まで6回の会議を行い、検討協
議をした。
また、市民アンケート（2,500名に送付、回答890件、回答率35.6％）を行い、木曽川について（１２項目）、中山道や美濃太田駅周辺について（５項目）により、幅広い意見を「かわまちづくり基本計画」の策定基礎としました。

方針に合致する主要な事業
○木曽川の自然を身近にし環境の保全とともに、遊びと学習のかわづくりをする。 公園・・・中之島公園の整備（基幹事業）

高質空間形成施設・・・ライン公園、化石林公園及び中之島公園を結ぶ、遊歩道の整備（基幹事
業）
高質空間形成施設・・・堤防道路に休憩場の整備（基幹事業）
渡船跡地を利用した情緒ある親水空間の整備（関連事業）
木曽川低水路護岸整備（関連事業）

○中山道の歴史と文化の継承による暮らしのあるまちづくり。 地域生活基盤施設・・・中山道周辺散策用サイン等の設置（関連事業）
中山道まちなみ整備（関連事業）

○「かわ」と「まち」をつなぎ、賑わいをまちなかに広げる。 地域生活基盤施設・・・美濃太田駅や主要道路からの誘導サインや特徴ある道標等の設置（関連
事業）
団体による、かわとまちに関するイベントの実施（関連事業）



様式３　目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象 費用便益比
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費 Ｂ／Ｃ

公園 美濃加茂市 直 Ａ＝34000㎡ Ｈ２６ Ｈ２８ Ｈ２６ Ｈ２８ 119.32 119.32 119.32 119.32 －

高質空間形成施設（緑化施設等） 美濃加茂市 直 L=100m Ｈ２４ Ｈ２８ Ｈ２４ Ｈ２８ 38.93 38.93 38.93 38.93 －

高質空間形成施設（緑化施設等） 美濃加茂市 直 Ａ＝310m Ｈ２４ Ｈ２７ Ｈ２４ Ｈ２７ 37.57 37.57 37.57 37.57 －

古都保存・緑地保全等事業

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設

高質空間形成施設

高次都市施設

中心拠点誘導施設

生活拠点誘導施設

高齢者交流拠点誘導施設

既存建造物活用事業（高次都市施設）

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

バリアフリー環境整備事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 196 196 196 0 196 …A

提案事業（継続地区の場合のみ記載）

（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費
個人 間 L=1,100m - - - - 0 0 0 0

美濃加茂市 - - Ｈ２８ Ｈ２８ Ｈ２８ Ｈ２８ 2 2 2 2

団体 間 ５回 - - - - 0 0 0 0

合計 2 2 2 0 2 …B

合計(A+B) 198
（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
国交省木曽川上流河川事務所 国土交通省 Ｎ＝2箇所 ○ Ｈ２３ Ｈ２６ -
国交省木曽川上流河川事務所 国土交通省 Ａ＝700㎡ ○ Ｈ２５ Ｈ２６ -
国交省木曽川上流河川事務所 国土交通省 L＝780m ○ Ｈ２６ Ｈ２６ -

美濃加茂市 美濃加茂市 Ａ＝34000㎡ ○ Ｈ２７ Ｈ３０ 327

美濃加茂市 美濃加茂市 Ａ＝34000㎡ ○ Ｈ２７ Ｈ３１ 10

美濃加茂市 美濃加茂市 Ｎ＝6箇所 ○ Ｈ２７ Ｈ３１ 5

個人 美濃加茂市 Ｎ＝1箇所 ○ Ｈ２４ Ｈ２４ 5

団体 美濃加茂市 Ｎ＝10回 ○ Ｈ２４ Ｈ２８ -

合計 347

交付対象事業費 198 交付限度額 79 国費率 0.4

交付期間内事業期間
細項目

中之島公園整備

市道　下古井470号線外1路線側帯整備

遊歩道整備

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間

連携生活拠点誘導施設

住宅市街地
総合整備
事業

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目

地域創造
支援事業

中山道まちなみ整備事業 中山道太田宿まちなみ保存地区

事業活用調
査

事業効果分析事業 -

まちづくり活
動推進事業

まちづくり活動の推進に関する事業 かわとまちのイベントの実施

全体事業費

木曽川低水路護岸整備 ライン公園

親水空間整備 ライン公園下流部（木曽川河畔）

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模

管理用道路整備 中之島公園北部河川敷

都市公園整備事業（中之島公園整備） 中之島公園

定住自立圏構想事業（遊歩道整備）

定住自立圏構想事業（公共サイン設置） 木曽川河畔

（いずれかに○） 事業期間

木曽川河畔

中山道まちなみ整備事業 旧中山道沿線（中山道太田宿まちなみ保存地区）

まちづくり活動の推進に関する事業 かわとまちのイベントの実施

統合したB／Cを記入してください



都市再生整備計画の区域

　美濃加茂市かわまちづくり計画地区（岐阜県美濃加茂市） 面積 270 ha 区域 　御門町、太田本町４丁目

ＪＲ美濃太田駅

美濃加茂市役所

文化会館

太田小学校

山手小学校

木曽川緑地ライン公園

化石林公園

中之島公園

国道41号線BP
国道248号線BP

JR太多線

JR高山線

JR高山線

JRディーゼル基地

国道２１号線

国道21・41号線

古井小学校

国道41号線

中山道会館

中山道

美濃加茂市かわまちづくり

計画地区２７０ha



中山道太田宿来訪者 （人/年） 173,451 （２２年度） → 193,000 （２８年度）

木曽川河畔利用者数 （人/年） 70,000 （２３年度） → 88,000 （２８年度）

クリーンパートナ登録団体数 （人/年） 6 （２３年度） → 12 （２８年度）

　美濃加茂市かわまちづくり計画地区（岐阜県美濃加茂市）　整備方針概要図

目標
木曽川の自然と街道の歴史・文化などの、地域が有する魅力ある資源を活した賑

わいのあるまちづくり

代表的な

指標

 

■基幹事業
（公園）

中之島公園整備

○関連事業
まちづくり活動の推進に関する事業

○関連事業
木曽川低水路護岸整備

□提案事業
事業分析事業

■基幹事業
（高質空間形成施設）

遊歩道整備

■基幹事業
（高質空間形成施設）

（市）下古井４７０号線外１路線
側帯整備

○関連事業
中山道まちなみ整備事業

○関連事業
親水空間整備 凡 例

：■基幹事業

：○関連事業

：□提案事業

○関連事業
管理用道路整備

○関連事業
都市公園整備事業
（中之島公園整備）

○関連事業
定住自立圏構想事業
（公共サイン設置）


